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１．平成28年度 全国学力・学習状況調査 報告
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【調査結果と分析】

北九州市環境マスコットキャラクター ていたん＆ブラックていたん
©ていたん＆ブラックていたん，北九州市
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小学校
北九州市
正答率

全国
正答率

北九州市
正答数

全国
正答数

国語A 70 73 10.4
/15問

10.9
/15問

国語B 56 58 5.6
/10問

5.8
/10問

算数A 76 78 12.1
/1６問

12.4
/1６問

算数B 45 47 5.8
/13問

6.1
/13問

※平成28年度より正答率は整数値での公表

（１）教科に関する調査結果の概要

中学校
北九州市
正答率

全国
正答率

北九州市
正答数

全国
正答数

国語A 74 76 24.3
/33問

25.0
/33問

国語B 64 67 5.8
/9問

6.0
/9問

数学A 59 62 21.2
/36問

22.4
/36問

数学B 41 44 6.1
/15問

6.6
/15問

本年度結果

各教科・区分の経年変化

小学校
・ 「知識」に関する問題，「活用」に関する問題とも，全国平均正答率を下回っている。全国
平均正答率を100％として平成25年度以降の経年比較をすると，国語，算数共に一進一退
である。昨年度と比較すると，国語Ａと算数Ａは同程度，国語Ｂは上昇，算数Ｂは下降した。

中学校
・ 「知識」に関する問題，「活用」に関する問題とも，全国平均正答率を下回っている。全国
平均正答率を100％として平成25年度以降の経年比較をすると，国語，数学共に一進一退
である。昨年度と比較すると，国語Ａと国語Ｂは同程度，数学Ｂは上昇，数学Ａは下降した。

結果の概要
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【成果１】
○ 国語Ａ・Ｂ，算数（数学）Ａ・Ｂを合わせた平均正答率は，小学校は３年連続同程度である
が，中学校は改善の兆しが見られる。

小学校 平成26年度 96%→ 平成27年度 96%→ 平成28年度 96%
中学校 平成26年度 94%→ 平成27年度 95%→ 平成28年度 96%

※ 全国平均正答率を１００%として比較

【成果２】
○ 同じく４つを合わせた平均正答率は，中学校では全国平均正答率を上回る学校が増加傾向に
ある。

中学校 平成26年度 12校→ 平成27年度 13校→ 平成28年度 14校

【成果３】
○ 小学校国語Ｂは，昨年度と比較すると改善している。

全国平均正答率に対する割合の増加
平成27年度 95%→ 平成28年度 96%
全国平均正答率より，10ポイント以上低い学校の減少
平成27年度 26校→ 平成28年度 15校
全国平均正答率を上回る学校の増加
平成27年度 39校→ 平成28年度 44校

〈課題１〉
● 各教科・区分を合わせた平均正答率について，小学校では昨年度と比べ，全国平均正答率
を上回る学校が減少した。

小学校 平成26年度 39校→ 平成27年度 44校→ 平成28年度 38校

〈課題２〉
● 中学校は昨年度と比べて，全国平均正答率より，10ポイント以上低い学校が増加した。

国語Ａ 平成26年度 ６校→ 平成27年度 １校→ 平成28年度 ３校
国語Ｂ 平成26年度 １１校→ 平成27年度 ２校→ 平成28年度 １０校
数学Ａ 平成26年度 １９校→ 平成27年度 ８校→ 平成28年度 １２校
数学Ｂ 平成26年度 １７校→ 平成27年度 ８校→ 平成28年度 １１校

〈課題３〉
● 中学校数学は，全国平均正答率を100％として比較すると，他の教科・区分に比べて，低
い状態が続いている。

数学Ａ 平成26年度 93%→ 平成27年度 96%→ 平成28年度 95%
数学Ｂ 平成26年度 91%→ 平成27年度 91%→ 平成28年度 93%

（２）成果と課題（本年度の正答率に見られる顕著な状況）
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（３）調査結果の経年比較

小学校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

１９
年度

本市 81 59 81 61 

全国 82 62 82 64 

対全国比 99% 95% 98% 95%

２０
年度

本市 62 45 70 47 

全国 65 51 72 52 

対全国比 95% 90% 97% 92%

２１
年度

本市 68 46 77 52 

全国 70 51 79 55 

対全国比 97% 92% 98% 94%

２２
年度

本市 82 74 71 47 

全国 83 78 74 49 

対全国比 98% 95% 96% 96%

２４
年度

本市 79 52 70 56 

全国 82 56 73 59 

対全国比 97% 94% 96% 95%

２５
年度

本市 60 46 75 57 

全国 63 49 77 58 

対全国比 96% 94% 97% 97%

２６
年度

本市 69 53 76 55 

全国 73 56 78 58 

対全国比 95% 95% 98% 95%

２７
年度

本市 67 62 73 44 

全国 70 65 75 45 

対全国比 96% 95% 98% 97%

２８
年度

本市 70 56 76 45 

全国 73 58 78 47 

対全国比 96% 96% 98% 95%

中学校 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

１９
年度

本市 81 69 69 57 

全国 82 72 72 61 

対全国比 99% 96% 96% 94%

２０
年度

本市 73 58 60 47 

全国 74 61 63 49 

対全国比 99% 95% 94% 95%

２１
年度

本市 76 73 60 54 

全国 77 75 63 57 

対全国比 98% 97% 95% 95%

２２
年度

本市 75 66 61 41 

全国 75 65 65 43 

対全国比 99% 102% 94% 94%

２４
年度

本市 74 61 59 44 

全国 75 63 62 49 

対全国比 98% 97% 94% 89%

２５
年度

本市 75 65 60 38 

全国 76 67 64 42 

対全国比 98% 96% 95% 92%

２６
年度

本市 77 48 62 54 

全国 79 51 67 60 

対全国比 97% 93% 93% 91%

２７
年度

本市 74 63 62 38 

全国 76 66 64 42 

対全国比 98% 96% 96% 91%

２８
年度

本市 74 64 59 41 

全国 76 67 62 44 

対全国比 97% 96% 95% 93%

○全国平均正答率に対する割合（平成19年度～平成28年度）

※正答率と対全国比は実際の数値で計算をしていますが，整数値で表記しています。
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教科

区分

全国と比べて

平均正答率が

比較的高い問題

本市平均

正答率

全国平均

正答率
差

全国と比べて

平均正答率が

比較的低い問題

本市平均

正答率

全国平均

正答率
差

小
学
校

国
語
Ａ

漢字を書く

（そうだん）
69.0 64.2 ＋4.8 漢字を読む(快晴) 70.0 79.3 －9.3

漢字を読む

（省く）
82.4 81.0 ＋1.4

ローマ字を書く

(あさって)
32.1 41.8 －9.7

国
語
Ｂ

グラフを基に分

かったことを的

確に書く

43.7 43.4 ＋0.3
表を基に，自分の

考えを書く
60.1 64.2 －4.1

グラフを基に自

分の考えを書く
50.8 51.4 －0.6

話の展開に沿って

質問する
45.0 50.4 －5.4

算
数
Ａ

２.１÷０.７の計

算の数値の組み

合わせ

73.5 68.5 ＋5.0
三角形の底辺に対

応する高さを選ぶ
74.2 82.0 －7.8

１８÷０.９の計

算
80.3 77.7 ＋2.6

基準量と比較量の

関係の理解
42.8 50.9 －8.1

算
数
Ｂ

示された条件を

別の場面で用い

て説明する

47.3 45.2 ＋2.1
表から読み取れな

い事柄を選ぶ
65.3 70.7 －5.4

式の中の数値の

意味を書く
15.9 15.6 ＋0.3

単位量あたりの大

きさを求める
42.3 48.3 －6.0

（４）本年度の正答率に見られる顕著な状況 小学校
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教科

区分

全国と比べて

平均正答率が

比較的高い問題

本市平均

正答率

全国平均

正答率
差

全国と比べて

平均正答率が

比較的低い問題

本市平均

正答率

全国平均

正答率
差

中
学
校

国
語
Ａ

歴史的仮名遣い

を現代仮名遣い

に直して読む

84.5 80.2 ＋4.3

文字の形や大き

さ，配列に注意

して書く

27.0 36.4 －9.4

文脈に即して漢

字を正しく読む

（敬う）

84.4 82.6 ＋1.8

文脈に即して漢

字を正しく書く

（ドクソウ的）

17.3 26.1 －8.8

国
語
Ｂ

文章の中心的な

部分と付加的な

部分とを読み分

け，要旨を捉え

る

74.8 76.2 －1.4

必要な情報を読

み取り，根拠を

明確にして自分

の考えを書く

53.0 57.7 －4.7

課題を決め，そ

れに応じた情報

の収集方法を考

える

47.4 49.2 －1.8
目的に応じて文

章を要約する
60.5 64.0 －3.5

数
学
Ａ

三角柱において，
ねじれの位置に
ある辺をかく

76.4 75.5 ＋0.9
ｘの変域からｙ

の変域を求める
33.8 43.0 －9.2

不等式の意味を
読み取る

78.9 78.2 ＋0.7

平行線の性質で

角の大きさの計

算

66.5 74.8 －8.3

数
学
Ｂ

グラフの傾きの

解釈
30.7 29.8 ＋0.9

ｘの値を代入し

てｙの値の計算
48.8 59.1 －10.3

事柄が成り立つ

理由を数学的に

説明

51.4 51.4 ±0
筋道を立てて考

えて証明する
23.2 29.4 －6.2

中学校
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（５）各教科の分析結果 小学校国語A（知識に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

小学校国語Aで課題があった問題
小学校国語Aで成果があった問題

◇「話すこと・聞くこと」，「読むこと」の領域の正答
率は，全国平均をともに1ポイント程度下回っている
ものの，全国平均とほぼ同程度だった。
◆「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領
域，「言語についての知識・理解・技能」の観点の平
均正答率は，全国平均を2.5ポイント下回った。
◆「短答式」の平均正答率は，全国平均を1.2ポイント
下回った。

◆全国は14問正解の生徒の割合が最も多いが，北九
州市は12問正解の割合が最も多い状況である。
◆正答率40％以下（０～6問正解）の生徒の割合は，
12.9％である。
◆正答率80％以上（12～15問正解）の生徒の割合は，
42.9％である。

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である。

【漢字を正しく書く問題】

文や文章の中で漢字を適切に使うことができ
るようにするために，様々な場面で既習漢字の
使用を徹底しましょう。また，語彙を広げるた
めに，国語辞典・漢字辞典の利用についても指
導しましょう。相

談

３

先
生
に
そ
う
だ
ん
す

る
。

H28 北九州市正答率 69.0％ 北九州市無解答率 3.6％
H19 北九州市正答率 56.2% 北九州市無解答率 9.2%

全国正答率 64.2％ 全国無解答率 5.0％

【ローマ字を読んだり書いたりする問題】

授業では，ローマ字の規則性を押さえるとと
もに，長音，拗音，促音，撥音などについて，
音声と関係付けながら指導しましょう。
また，他教科等の学習と関連付けるなどして
繰り返し読んだり書いたりする機会を増やしま
しょう。

正答 asatte 
北九州市正答率 32.1％ 北九州市無解答率 17.2％

全国正答率 41.8％ 全国無解答率 13.7％

正
答

平成28年度 小学校国語A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）
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小学校国語B（活用に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

平成28年度 小学校国語B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

小学校国語Bで課題があった問題
小学校国語Bで成果があった問題

学力の分布は，正答数の多い側によった山型である。

◇「読むこと」の領域,「読む能力」の観点の正答率は，
全国平均をともに1.6ポイント下回っているものの，全
国平均とほぼ同程度だった。
◆「話すこと・聞くこと」の領域,「話す・聞く能力」の
観点の平均正答率は，全国平均を3.6ポイント下回った｡
◆「選択式」の平均正答率は，全国平均を2.0ポイント下
回った。

◆全国と北九州市は，ともに７問正解の割合が最も多
い状況である。
◆正答率40％以下（0～4問正解）の生徒の割合は，
33.3 ％である。
◆正答率80％以上（8～10問正解）の生徒の割合は，
24.6 ％である。

【グラフを基に分かったことを的確に書く問題】
１

五
月
の
結
果
を
下
回
り
、

三
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

２

五
月
の
結
果
よ
り
減
り
、

四
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
り
ま
し
た
。

３

五
月
の
結
果
よ
り
増
え
、

六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
ま
し
た
。

４

五
月
の
結
果
を
上
回
り
、

十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

授業では，目的や課題に応じて，文章
だけでなく，図表やグラフの資料を意図
的・計画的に活用しましょう。
その際，目的に応じて資料から情報を
正しく取り出し，字数などの条件に合わ
せて的確に書く指導をしましょう。

〈図1〉から分かったことを的確に書く

北九州市正答率 ４3.7％ 北九州市無解答率 0.8％
全国正答率 43.４％ 全国無解答率 1.2％正答 ４

【話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問する問題】

「話すこと・聞くこと」の授業では，
目的や場面に応じて，「話し手の意図」
や「自分の考えとの共通点や相違点」，
「予想した反応との違い」などを踏まえ
ながら聞くことができるように，実際の
話の展開の中で，それらの観点を取り上
げて指導しましょう。

山
下
さ
ん
は
【イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
】

の

の
中
で
、
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き

ま
し
ょ
う
。

〈条
件
〉

○

【事
前
に
準
備
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

メ
モ
】の
内
容
を
使
っ
て
質
問
す
る
こ

と
。

○

【イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
】の―

部
の

山
下
さ
ん
の
質
問
の
よ
う
に
、
「店
長
」

の
発
言
を
受
け
て
質
問
を
す
る
こ
と
。

○

三
十
字
以
上
、
五
十
字
以
内
で
書

く
こ
と
。

北九州市正答率 45.0％ 北九州市無解答率 8.0％
全国正答率 50.4％ 全国無解答率 7.8％

正
答
例

○

お
客
さ
ん
に
も
大
好
評
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
地
産
地
消
に
つ
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に
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し
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か
。
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小学校算数A（知識に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

平成28年度 小学校算数A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である｡

小学校算数Aで課題があった問題
小学校算数Aで成果があった問題

◇「数と計算」の領域」,「数量や図形についての技能」,
「短答式」の平均正答率は，全国平均をそれぞれ0.1
ポイント，0.4ポイント，1.1ポイント下回っている
ものの，全国平均とほぼ同程度だった。
◆「量と測定」の領域，「数量や図形についての知識・
理解」の観点，「選択式」の平均正答率は，全国平均
をそれぞれ5.0ポイント，2.5ポイント，3.5ポイント
下回った。

◆全国は16問正解の生徒の割合が最も多いが，北九
州市は15問正解の割合が最も多い状況である。
◆正答率40％以下（０～6問正解）の生徒の割合は，
8.8 ％である。
◆正答率80％以上（13～16問正解）の生徒の割合
は，56.1％である。

【除法の性質に基づいて，小数の計算を整数の計算に置き換える問題】

整数の除法の計算において，除数及び被除
数に同じ数をかけても，同じ数でわっても商
は変わらないという除法の性質が成り立つこ
とを根拠に，小数の除法を整数の除法に置き
換えて計算することができることを説明する
場面を設定しましょう。

北九州市正答率 73.5％ 北九州市無解答率 0.2％

全国正答率 68.5％ 全国無解答率 0.4％

ア：２１
イ：３

正答 ウ：３

【基準量と比較量を適切に捉え図に表す問題】

授業では日常生活において，増量や割引な
ど様々な場面で割合が用いられていることを
想起させながら，基準量と比較量，割合の関
係を正しく説明する場面を設定しましょう。
特に，何が基準量に当たるのかを意識させる
ことが大切です。

北九州市正答率 42.8％ 北九州市無解答率 4.9％

全国正答率 50.9％ 全国無解答率 5.7％ア：１００
正答 イ：１２０

１

９
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小学校算数B（活用に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

平成28年度 小学校算数B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の少ない側によった山型である。

小学校算数Bで課題があった問題
小学校算数Bで成果があった問題

◇「数と計算」「量と測定」「図形」の領域, 「記述式」
の平均正答率は, それぞれ1.6，1.6，1.9，1.4ポイン
ト下回っているものの全国平均とほぼ同程度だった。
◆「数量関係」の領域，「数量や図形についての技能」
の観点，「選択式」の平均正答率は，それぞれ3.9ポ
イント，2.9ポイント，3.4ポイント下回った。

◆全国は7問正解の生徒の割合が最も多いが，北九州
市は6問正解の割合が最も多い状況である。
◆正答率40％以下（０～５問正解）の生徒の割合は，
45.7 ％である。
◆正答率80％以上（11～13問正解）の生徒の割合
は，3.6％である。

【示された条件を別の場面に適用して説明する問題】

具体的な場面できまりを見つけ，そのきまり
が成り立つかどうかを説明する際，過不足なく
説明できているかどうかを確かめ合いながら，
説明の内容を言葉，図，式，さらには操作など
と適切に関連付けていく場面を設定しましょう。

北九州市正答率 47.3％ 北九州市無解答率 4.0％

全国正答率 45.2％ 全国無解答率 4.0％

【必要な情報を判断し単位量当たりの大きさを求める問題】

授業では解決したい問題を明確にして，資
料を集め，集めた資料を分類整理し表に表し
たり，表を読み取ったりする活動を取り入れ
ながら，表から新たな問題を見出し，解決す
るために必要な情報を収集する場面を設定し
ましょう。

北九州市正答率 42.3％ 北九州市無解答率 1.8％

全国正答率 48.3％ 全国無解答率 1.9％正答 ２

１

４
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中学校国語A（知識に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

平成28年度 中学校国語A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

中学校国語Aで課題があった問題
中学校国語Aで成果があった問題

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である｡

◇「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の
領域，「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」
の観点，「短答式」の平均正答率は1.1～1.9ポイント
下回っているものの，全国平均とほぼ同程度だった。
◆「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領
域.「言語についての知識・理解・技能」の観点の平均
正答率は，全国平均を2.5ポイント下回った。

◆全国は28問正解の生徒の割合が最も多いが，北九
州市は27問正解の割合が最も多い状況である。
◆正答率40％以下（０～13問正解）の生徒の割合
は，4.8％である。
◆正答率80％以上（27～33問正解）の生徒の割合
は，41.1％である。

【文章を読み返し，文の使い方などに注意して書くことができるかどうかをみる問題】

書き直す前の一文には…

○標高による気温の高低に関する一般的な傾向
○ 北極点と南極点に関する具体的な事実

二つの異なる内容が混在している。

二文に分けて書くことで，
二つの内容が整理され，分かりやすくなる。

（ア）なります。

また，標高が高いほうが気温が低くなり，実際に，

南極点は大陸にありますが，北極点には海や氷が広がっ

ています。

【山田さんの答え】より一部抜粋

問）山田さんは，自分の答えを読み返して（ア)のように直し
ました。その意図として適切なものを選びなさい。

(答)異なる二つの内容を整理して
分かりやすくするため

北九州市正答率 65.7％ 北九州市無解答率 0.6％
全国正答率 64.7％ 全国無解答率 0.6％

【文字の形や大きさ，配列に注意して書くことができるかどうかをみる問題】

北九州市正答率 27.0％ 北九州市無解答率 1.4％

全国正答率 36.4％ 全国無解答率 1.2％

書写の学習では，

◇ 字形や文字の大きさ，配列などの観点を具体的に示した
上で，実際に書き直したものを見比べる指導

（書いたものについて生徒が互いに評価し合う場面を設ける等）
◇ ノートや掲示物などを書く際に，書写で学んだことを活用す
るように指導（視写教材の活用，ノート・作文における添削
等）が重要

六９

一４
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中学校国語B（活用に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

平成28年度 中学校国語B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

中学校国語Bで課題があった問題
中学校国語Bで成果があった問題

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である｡

◆「書くこと」の領域の正答率は，全国平均を3.3ポ
イント下回った。
◆「国語への関心･意欲･態度」,「書く能力」の観点
の平均正答率は，全国平均を3.3ポイント下回った｡
◆「記述式」の平均正答率は，全国平均を3.3ポイン
ト下回った。

◆全国と北九州市は，ともに８問正解の割合が最も多
い状況である。
◆正答率40％以下（０～3問正解）の生徒の割合は，
19.4％である。
◆正答率80％以上（8～９問正解）の生徒の割合は，
28.6％である。

【文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け，要旨を捉えることができるかどうかをみる問題】

『暮らしの中の伝統文化展』の開催日程

博物館のちらし(表)

暮らしに息づく「伝統文化」について

博物館のちらし(裏)

「伝統文化」と日常生活とのつながりを知ってもらうこと

開催のねらい

問） 【博物館のちらし（表）】と【博物館のちらし（裏）】から分か
る「暮らしの中の伝統文化展」が開かれるねらいとして最も
適切なものを選びなさい。

＊選択肢は省略

(答) 日本の伝統文化は特別なものではなく，現在の
生活とつながりがあると知ってもらうこと。

北九州市正答率 74.8％ 北九州市無解答率 0.2％

全国正答率 76.2％ 全国無解答率 0.2％

【課題を決め，それに応じた情報の収集方法を考えることができるかどうかをみる問題】

ア:【雑誌の記事】の内容から
新たな課題を見いだす

イ:課題解決のために学校図書館を
利用して必要な本をどのように

探すのかを考える

◇ 交流を通して疑問点を出し合い，新たな課
題を設定する活動（話し合い活動の充実等）
◇ 課題解決に向け，目的に応じて適切な情報
を収集する活動（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，図書館の利用等）

問） 高橋さんは，宇宙エレベーターについて疑問に思っ
たことを，学校図書館で調べることにしました。あなた
なら，自分が疑問に思ったことを，学校図書館でどの
ように調べますか。

ア．【雑誌の記事】を読んで，宇宙エレベーターについて
あなたが疑問に思ったことを「なぜ」「どのような（に）」
「どのくらい」という言葉のいずれかを使って２０字以上，
４０字以内で書きなさい。

イ．アについて学校図書館で調べる場合，必要な本をど
のように探しますか。本の探し方を２つ書きなさい。

＊正答例は省略

北九州市正答率 47.4％ 北九州市無解答率 8.2％

全国正答率 49.2％ 全国無解答率 6.0％

一１

三２
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中学校数学A（知識に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

◆「図形」の領域の正答率は，全国平均を3.7ポイン
ト下回った。
◆「数学的な技能」の観点の平均正答率は，全国平均
を3.6ポイント下回った。
◆「短答式」の平均正答率は，全国平均を3.7ポイン
ト下回った。

平成28年度 中学校数学A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は低位層が多く，二つの山で分布している。

◆全国は31問正解の生徒の割合が最も多いが，北九州
市は22問正解の割合が最も多い状況である。
◆正答率40％以下（０～14問正解）の生徒の割合は，
24.9％である。
◆正答率80％以上（29～36問正解）の生徒の割合は，
25.3％である。

【授業において】
見取図から直線や平面の位置関係を読み取
ることができるようになるために，立体の模
型などの具体物を用いて観察や操作の活動の
場面を積極的に取り入れましょう。

【三角柱において，与えられた辺とねじれの位置にある辺を書く問題】

正答 辺BC または 辺EF

中学校数学Aで課題があった問題
中学校数学Aで成果があった問題

【平行線や角の性質を用いて角の大きさの計算の問題】

【授業において】
平行線の性質や三角形の内角の和，三角形
の外角の性質など様々な解法を用いて角の大
きさの求め方を話し合い，説明する場面を設
定しましょう。

北九州市正答率 66.5％ 北九州市無解答率 6.2％

全国正答率 74.8％ 全国無解答率 4.5％

正答 ∠APB＝80°

北九州市正答率 76.4％ 北九州市無解答率 3.3％

全国正答率 75.5％ 全国無解答率 2.6％
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中学校数学B（活用に関する問題）

正答数分布図領域・観点・問題形式別

平成28年度 中学校数学B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

中学校数学Bで課題があった問題
中学校数学Bで成果があった問題

◇「選択式」の平均正答率は，全国平均を0.8ポイント
下回っているものの，全国平均とほぼ同程度だった。
◆「図形」の領域，「数学的な技能」の観点，「短答
式」の平均正答率は，それぞれ全国平均を5.5，4.3，
3.7ポイント下回った。

学力の分布は，正答数の少ない側に集中した山型である｡

◆全国は6問正解の生徒の割合が最も多いが，北九
州市は5問正解の割合が最も多い状況である。
◆正答率40％以下（０～６問正解）の生徒の割合
は，56.7％である。
◆正答率80％以上（12～15問正解）の生徒の割合
は，8.6％である。

【B車の使用年数と総費用の関係を表すグラフについて，グラフの傾
きが表すものを選ぶ問題】

【授業において】
グラフの傾きは変化の割合を示していることか
ら，話し合い活動を通じて「使用年数が増えるに
つれて，諸経費が増える」ことに生徒が気づき，
「１年間あたりのガソリン代」であると言葉で説
明する場面を設定するとよいでしょう。

正答 ウ

【一次関数の表からx=4のときのyの値を求める問題】

【授業において】
1年生の「変化と対応」や2年生の「一次関数」
において，表，式，グラフを相互に関連付けて理
解することが大切になります。
授業では，表からxの増加量が1のときのyの増
加量が-6になっていることを根拠にして，x=4の
ときy=12-6=6と説明させる場面を設定するとよ
いでしょう。

北九州市正答率 48.8％ 北九州市無解答率 12.6％
全国正答率 59.1％ 全国無解答率 8.7％

正答 y=6

北九州市正答率 30.7 ％ 北九州市無解答率0.8％

全国正答率 29.8％ 全国無解答率0.7％
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小学校国語

【国語Ａ】＜全国平均正答率との差＞

○ 漢字を正しく書くこと「そうだん」 ＜全国平均正答率との差･･･ ＋4.8＞

○ 目的に応じて必要な情報を取り出し，それらを関係付けて読むこと

＜全国平均正答率との差･･･ －1.0＞

● 平仮名で表記されたものをローマ字で書くこと ＜全国平均正答率との差･･･ －9.7＞

● 表現の仕方に着目して助言し合うこと ＜全国平均正答率との差･･･ －3.6＞

【国語Ｂ】＜全国平均正答率との差＞

○ グラフを基に分かったことを的確に書くこと ＜全国平均正答率との差･･･ ＋0.3＞

○ 記述式の問題の正答率が上昇 ＜ (H27)－3.1→(H28)－2.7＞

● 目的や意図に応じて，複数の情報を関連付けて，自分の考えをまとめること

＜全国平均正答率との差･･･ －4.1＞

● 話し手の意図を捉えながら聞き，話の展開に沿って質問すること

＜全国平均正答率との差･･･ －5.4＞
【課題に対する今後の取組】
・ 漢字の確実な習得のために，各教科等や日常生活で使用する文や文章の中で，既習漢字の使
用を徹底する。また，語彙を広げるために，国語辞典・漢字辞典の利用について指導する。

・ 目的や場面に応じて，話し手の意図や自分の考えとの共通点や相違点，予想した反応との違
いなどを踏まえて聞くことができるように，実際の話の展開の中で，それらの観点について考
えるような授業をする。

小学校算数

各教科の分析結果（まとめ） 小学校

【算数Ａ】

○ 小数の除法における計算能力 ＜全国平均正答率との差･･･ ＋2.6＞

● 三角形の底辺と高さの関係を理解する問題 ＜全国平均正答率との差･･･ －7.8＞

● １を超える割合を表す場面において，基準量と比較量の関係を理解する問題
＜全国平均正答率との差･･･ －8.1＞

【算数Ｂ】

○ 量と測定，図形領域については，全国との差が，昨年度より縮まった。

＜全国比量と測定…H27（－2）→ H28（－1.6）図形…H27（－2.1）→ H28（－1.9）＞

● 必要な情報を判断し，単位量当たりの大きさを求めること

＜全国平均正答率との差･･･ －6.0＞

● 複数の表から読み取ることができる事柄とできない事柄を判断すること
＜全国平均正答率との差･･･ －5.4＞

【課題に対する今後の取組】
・ 全体と部分の大きさの関係や底辺と高さの関係などを理解することができるように，視覚
的に表す活動の在り方について指導・助言する。また，習熟のための時間を設定する授業を
行う。

・ 表やグラフ，式の意味などの理解をより深めるために，言葉や図を用いた説明で終わるの
ではなく，もう一度問題場面に戻って説明内容を振り返り考察するといった活動を取り入れ
る授業を行う。
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【国語Ａ】

○歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読む力 ＜全国平均正答率との差･･･ ＋4.3＞

○文章を読み返し，文の使い方などに注意して書く力

＜全国比(H27→H28) [正答率] ･･･ －2.7 → ＋1.0＞

●辞書を活用し，漢字が表している意味を正しく捉える力

＜全国平均正答率との差 ･･･ －6.3＞

●文字の形や大きさ，配列に注意して書く力

＜全国平均正答率との差 ･･･ －9.4＞
【国語B】

○文章の中心的な部分と付加的な部分などを読み分け，要旨を捉える力

＜全国比(H27→H28) [正答率] ･･･ －3.2 → －1.4＞

●本や文章などから必要な情報を読み取り，根拠を明確にして自分の考えを書く力

＜全国平均正答率との差 ･･･ －4.7＞
【課題に対する今後の取組】
・ 書写の学習において，書いたものについて生徒が互いに評価し合う場面を設ける。その際，
文字の形や大きさ，配列などの観点を具体的に示した上で，実際に書き直したものを見比べる
時間を設定する。
・ 文章を読む際に，必要に応じて関連する資料を学校図書館等から収集すること，また，文章
のどの部分に着目し，どのような事柄を基にして内容を理解しているか等，根拠を明確にして
説明し合うような授業を行う。

中学校国語

中学校数学

｡

中学校

【数学A】

○ 辺と辺がねじれの位置にあることの理解 ＜全国平均正答率との差 ･･･ ＋0.9＞

● グラフから変域を求める問題 ＜全国平均正答率との差 ･･･ －9.2＞

● 平行線や角の性質を用いて，角の大きさを求める問題

＜全国平均正答率との差 ･･･ －8.3＞

【数学B】

○ 数学的な見方や考え方，記述式の問題の平均正答率が，昨年度と比較して全国との差が

若干縮まった。 見方や考え方＜全国比(H27→H28)[正答率] ･･･ －3.9 → －2.7＞

記述式 ＜全国比(H27→H28)[正答率] ･･･ －3.9 → －3.2＞

● 一次関数の表でｘの値に対するｙの値を求める力 ＜全国平均正答率との差 ･･･ －10.3＞

● 筋道を立てて考え，証明する力 ＜全国平均正答率との差 ･･･ －6.2＞

【課題に対する今後の取組】
・ 基礎的，基本的な計算などの技能の習得だけでなく，話し合い活動や書く活動で計算の意味を
考えて説明する習慣をつける。
・ 授業の中でも，不足している条件や問題の条件を変えて考えること，結果からさらに分かるこ
と，などを生徒に聞き，そのように考える習慣をつける。また，説明の基本的な仕方を教え，授
業の中で活用する。
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